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【 Summary 】
The word universal design was coined in 1980. A common 
philosophy in the field of welfare is to create a society 
in which people with disabilities can live together by 
preparing conditions so that they can live a normal life in 
society in the same way as common people.
Based on the history of UD and its purpose, the purpose is 
to make it easy for university students to understand, with 
various examples while introducing the efforts in Japan.

【 概要 】
　ユニバーサルデザインという言葉は 1980 年に生まれまし
た。 それよりも以前 1960 年代にデンマークなどの福祉先進
国ではノーマライゼーション（英語：normalization）とい
う福祉分野の共通理念として、障がいの有る人が、そうでな
い人と同様に社会の中で普通の生活がおくれるような環境条
件を整えて共に生きる社会こそがノーマルであるという理念
が定着していました。
　その後、アメリカでロナルド・メイス（写真１）により
「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」が提案されました。本寄
稿はこのユニバーサルデザインの歴史やその主旨を踏まえ、
日本における取り組みを紹介する中で、各種事例を交えなが
ら、教育現場で学生が分かり易く理解できる様に執筆してい
ます。

写真 1

１．はじめに
　ある私鉄駅での話です。発車のチャイムが鳴り終わり電車
のドアは閉まりましたが、電車は一向に出発しません？しば
らくすると電車のドアが再び開き、老婆が乗車してきまし
た。そうです車掌は、老婆が乗車する為に階段を急いで下り
てくる姿を目にして、すでに発車の時刻は過ぎているにも関
わらずあえて発車せずに待っていたのです。なんと素晴らし
い車掌の行動でしょう。困っている人を見たら援助する精神
は素晴らしいものです。人としての在り方に触れた思いで
す。（図１）
　このようにユニバーサルデザインは物ばかりでは有りませ
ん。人の行為や感情面も含めて考えるべき哲学を持っていま
す。

 

図 1

２．ユニバーサルデザインの始まり
　前述した「ユニバーサルデザインの父」と呼ばれている人
物すなわち Ronald・ L・ Mace（ロナルド・メイス 1941 ～
1998）は、アメリカの建築家であり工業デザイナーである彼
は自らも車椅子利用者でした。
　1998 年アメリカのユニバーサルデザインセンターで、“21
世紀の設計：ユニバーサルデザインに関する国際的なカン
ファレンス ” が開催され、ここで彼は最後のスピーチを行い
ました。バリアフリー（障がいの排除）の考え方と、ユニバー
サルデザイン（万人に共通する設計）の考え方の違いについ
て講演し、ユニバーサルデザインの取り組みを提唱し多くの
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人々の賛同を得ました。
　この講演の後、数日後に彼は他界しました。彼は障がい者
の権利の擁護や地位向上に一生を捧げましたが、「障がい者
のための設計」ではなく、「万人が使える設計」を考慮した
ことに大きな意味が有ります。

図 2

　（図２）に示したように、「ユニバーサル」とは、“ 普遍的
な ”、“ すべての ” と云った意味合いであり、「デザイン」は
ユニバーサルデザインにおいては “ 設計 ” を意味します。「万
人が使える設計」を意味するものです。然しながら、最近の
ユニバーサルデザインの取り組みにあっては、「万人」では
なく「出来る限り全ての人」と云う概念が加わっています。
詳しくは後述します。

３．ユニバーサルデザインの変遷
　欧州のノーマライゼーションと云う概念からユニバーサル
デザインは始まっています。（図３）のユニバーサルデザイ
ンの変遷に示したように、デンマークで知的障がい者「親の
会」が 1951 年に発足し、活動が広がりました。

図 3

　この「親の会」の要望を受けたデンマークの社会問題省で
は、「知的障がい者に関する福祉政策委員会」が設置され、
この委員会の委員長を務め、社会問題省の官僚として「親の
会」の切実な思いを法律の中に反映させようと努力したのが
N.E.Bank-Mikkelsem（バンク・ミケルセン 1919 ～ 1990）で
す。彼はたゆまぬ努力を続けたことから「ノーマライゼーショ

ンの父」と呼ばれるようになりました。
　その後、この活動と考え方はアメリカへ広がりを見せる中
で、バリアフリーデザインの概念が生まれ、国連においてバ
リアフリーデザイン報告書（1974）や障がい者の権利宣言
（1975）が発行されました。

　この様な時代の流れの中で前述したようにロナルド・メイ
スがユニバーサルデザインの用語を使用して世の中にその普
及を呼びかけました。
　日本においては、共用品・共用サービスと言った取り組み
が進む中で、ユニバーサルデザインの概念が普及啓蒙されて
きました。

4．ユニバーサルデザインの類義概念

図 4

　（図４）に、ユニバーサルデザインと類義概念とされる用
語の説明を書き添えます。

●ノーマライゼーション Normalization
・福祉分野の共通理念で、障がいの有る人もそうでない人と

同様に社会の中で普通の生活がおくれるような条件を整え
るべきで、共に生きる社会こそがノーマルであるという理
念です。

●バリアフリーデザイン Barrier・free Design
・障がいの有る人や高齢者などが社会生活をしていく上で妨

げとなる障がい（バリア）がないように意図された設計。
以前は、ハンディキャップ・エルゴノミクスと呼ばれた。
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●デザインフォーオール Designfor All
・あらゆる範囲の能力 ･ 状況にある人々にとって使いやすい

製品やサービス、システムを作ること。主にヨーロッパ各
国で広く用いられている用語で多様な人々への考慮という
意味においてユニバーサルデザインなどに近似している。

●インクルーシブデザイン Inclusive Design
・万人のニーズに対応する包括的なデザインという意味で、

英国の大学を中心とした取り組みで、人口動態の変化と障
がいのある人の社会参加を変化要因とした将来の市場構造
に向けたプロジェクト展開を進めている。

●アクセシブルデザイン Accessible Design
・何らかの機能に制限がある人に焦点を合わせ、これまでの

デザインをそのような人々のニーズに合わせて拡張するこ
とによって、製品や建物、サービスをそのまま利用できる
潜在顧客数を最大限まで増やそうとするデザインの取り組
みです。使用できない状態から使用できる状態にするとい
う点に特徴があります。

●アダプタブルデザイン Adapter-bull Design
・製品等の構造などの変更を伴わずに高さの調整などにより

利用者層の幅を広げるデザインを意味します。後から製品
や建物を障がいのレベルに対応させ、利用範囲を広げたも
のを指します。

●人間中心設計 Human-centerd Design 
・デザインの各段階でエンドユーザーのインタフェースや文

書に関するニーズ・要求・制限などに多大な注意を払って
設計を行うこと、または、そのようなデザイン哲学を云い
ます。ユーザーがシステムや機能に慣れることを強いるの
ではなく、人々が欲しいと思っていることが何であるかを
中心としてインタフェースを最適化しようとする点に意義
があります。

●共用品 Kyoyohin（Common use） Design
・身体的な特性や障がいに関わりなく、より多くの人々が共

に利用しやすい製品 ･ 施設 ･ サービスを意味します。日本
で生まれた用語でユニバーサルデザインとほぼ同義の言葉
です。

　プロダクトデザインは、機能主義のデザインコンセプトに

加えて、エモーショナル（情動的）なデザイン価値が求めら
れています。使い勝手、機能性の向上といった要素は科学技
術の進化の中で解決してきましたが、提供された物を使う上
で、人々は何らかの物足りなさを感じることが出てきまし
た。使い勝手の良さ、高機能な物にプラスしてその物を持つ
ことの喜びなど、心理面での配慮が求められるようになりま
した。（図５）に示した様に、人と物を繋ぐバインダーとし
て行為すなわち＝「事」＝「文化」を考える必要があります。

図 5

5．ユニバーサルデザインの基本的な精神

図 6

　前述したように、ロナルド・メイスが考えるユニバーサル
デザインには「万人」＝全ての人を対象にした考え方でした
が、近年は使ってはいけない人は排除するような考え方が一
般化しています。事例としては、薬の蓋が簡単に開けること
ができる構造では、使ってはいけない人＝赤ちゃんなどは不
用意に蓋を開けて薬を飲みこむなどの事故があり、このよう
な誤使用を防ぐことも視野に入れています。（図６）

ユニバーサルデザインと教育
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図 7

 
　また、（図７）にしましたように、使用者に付いて良く知
り使用者の使い方を配慮することも求めています。最近のス
マホは目覚ましい進化と普及が進んでいますが、高齢者に
とっては本当に使い勝手が良い製品になっているのでしょう
か？軽薄短小のハイテク技術は素晴らしいものがあります
が、高齢な使用者にとっては文字が小さいとか音が聴こえな
いとか、操作が分からないなど、アプリケーションソフトも
含めて様々な課題が残ります。
　高齢者向けの簡単スマホや音声入力など、様々なインタ
フェースが必要です。

６．バリアフリーとユニバーサルデザイン
の違い

図 8

　ここで、バリアフリーデザインとユニバーサルデザインの
違いを定義します。（図８）に示したように、バリアフリー
デザインは障がい者に特化して障がい者のニーズに合わせた
設計に基づいて機器・システム・サービスなどを考えます。
従って、健常者には往々に使い難いものになることがありま

す。それに対してユニバーサルデザインはみんなが使える事
が前提となります。具体的な行為に繋がる為の課題を見つけ
ることが必要になります。

図 9

　その事例を（図９）に示しました。駅には車椅子ユーザー
の為に階段昇降機を設けていますが、これは車椅子専用の装
置であり一般の健常者には使えないものになっています。そ
れに比べて、マルチドアエレベータは車椅子使用者でも、一
般の健常者でも安心して利用することができます。更に、階
段昇降機を使用する際には駅員の手を煩わせることと、使用
中に周囲の人の視線が気になるといった利用者のストレスが
あります。車椅子を使う障がい者も含めてユーザーの気持ち
になって、物理的な要件や心理面での配慮が必要となります。

図 10

　また、（図 10）に示したように、ＵＤの対象範囲を広げる
考え方と活動も必要になってきます。自立者と要介護者とに
分けて考えた時、自助努力の中でこれをサポートできる範囲
と仕組みを構築してモノに繋げていくことが求められます。
バリアフリーデザインの中に健常者、自立者を対象としたユ
ニバーサルデザインの要素が隠れています。バリアフリーデ
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ザインは障がい者へのカスタマイズを考えますが、このカス
タマイズの要素をジェネラルな要素に変換することが必要で
す。
　ここで少し日本の障がい者の数値的な側面を紹介しておき
ます。

図 11

　（図 11）に示したように、障がい者総数は８５８．７万人
で日本の人口の６. ７％を占めています。（内閣府平成 29 年
障害者白書）１００人中７人程度が何らかの障がいをもって
生活をしていることになります。けっして少ない数字ではあ
りません。近年、障がい者への理解が進む中で、社会に出て
健常者と同じ価値観や生活を望む方々が増えています。これ
からも益々、障がい者を受け入れる環境を今以上に整える必
要があります。社会インフラは元より、障がい者への福祉サ
ポートシステムなど課題は沢山残されています。

７．高齢化社会
　日本は世界の中で一番早く高齢化に向かっています。

図 12

　世界でも類を見ない超高齢社会に突入しています。
国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、日本の人口
は、2000 年の国勢調査からは 1 億 2,700 万人前後で推移して
いましたが、2020 年には 1 億 2,410 万人、2030 年には 1 億
1,662 万人となり、2050 年には 1 億人を、2060 年には 9,000
万人をも割り込むことが予想されています。（図 12）に示し
たように、2020 年 3 月の確定値では、１憶２５９６万２千
人となり、高齢化率は 25％となりました。高度経済成長を
支えてきた団塊の世代が高齢者の中心的存在となり色々な福
祉社会構造や消費構造への変化をもたらしています。可処分
所得から見ればもっとも裕福な世代です。一説には、シニア
市場は１００兆円を超える市場（出典：2011 年第一生命経
済研究所「100 兆円の高齢者消費の行方」）と言われていま
す。今後も、高齢化率は上昇することが見込まれており、世
界に先駆けて超高齢社会に突入した我が国においては、2025
年には約 30％、2060 年には約 40％に達すると見られていま
す。

　一方で、人生 100 年時代が始まっています。（図 13）

図 13

　医学の進歩で平均寿命が延びて長寿社会が到来していま
す。元気なお年寄りが定年後も活躍できる場が必要になって
きました。65 歳定年から 100 歳までの 35 年間の老後を如何
に恙なく暮らすか。社会全体の課題でもあります。年齢と共
に身体能力などが低下してきます。これをサポートするため
の環境を整える基本がユニバーサルデザインとなります。

ユニバーサルデザインと教育
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８．色 な々人々が暮らしています

図 14

　日本国内には、様々の人が住んでいます。（図 14）に示
したように、女性・男性で見ると、女性が５１％、男性は
４９％、子供と高齢者で見ると、子供が１５％、高齢者が
２５％、障がい者の方は７％、何らかのアレルギー疾患があ
る方は３０％、糖尿病疾患は２０％、白内障が１２％、色弱
が３％、左利きが１０％、海外から来て日本で住んでおられ
る方は１% など、個別に人々を見てみると様々な人々とそ
の生活が垣間見えてきます。

９．日本でのユニバーサルデザインの
必要性

表 1

　日本では何故ユニバーサルデザインが必要となったので
しょうか。（表１）に付いて説明します。
　前述したように、超高齢社会になり高齢者の為の環境造り
が求められていることです。次に、技術革新で、デジタル
機器が進歩する中でその使い勝手は多くの課題を生みまし
た。いわゆる “ デジタルデバイト ” （Digital Divide）＝パソ

コンやインターネットを活用できる人と出来ない人の格差
が顕在化してきました。一部の国を除いて人々が世界を駆
け巡るグローバル化が進展した中で、多国語対応が必須と
なりました。次に、企業の社会的な責任が求められるよう
にもなりました。利益を追求するだけが企業ではなく、社
会貢献ができる企業像を追求し、ＣＳＲ（corporate social 
responsibility）＜社会的責任＞としてユニバーサルデザイン
とエコロジーが求められています。国際的にも、ユニバーサ
ルデザイン関連の法制化が進んでいるのが現状です。日本で
は、バリアフリー新法が制定され、従来のハートビル法に交
通バリアフリー法が加わり新しいユニバーサルデザインへの
取り組みが整備されました。高齢者・障がい者を含む誰もが、
さまざまな製品や建物やサービスなどを支障なく利用できる
かどうかの道標と云えます。高齢者、障がい者等の移動等の
円滑化の促進に関する法律です。（図 15）

図 15

１０．加齢と能力
　長寿社会となった今、不老長寿は見果てぬ夢の世界です
が、身体能力の低下は免れません。人間は２０～３０歳が身
体能力のピークと言われています。例えば、視力の衰えは
４０歳前後から現れてきます。近視の視力低下はこのころに
止まり、遠視（老眼）が始まります。また、視力の他に高音
域が聴こえない聴力の衰えも顕著に現れます。これに加え
て、皮膚の衰え、例えば、皮膚の水分量が少なくなり物を掴
み難くなるとか、皮膚の温度感知機能が低下して、熱い風呂
に入っても熱さを感じないなどがあります。更には、筋力も
低下して、重い荷物が持てないとか、ちょっとした段差でも
躓いて転ぶなど加齢は色々な生活行為に障がいが現れてきま
す。
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図 16

　身体能力を縦軸に、年齢を横軸にした（図 16）から見え
てくるものは、どの年齢に合わせたデザイン（設計）にする
のかがポイントになります。ここで能力のレベルを下げると
利用範囲が相対的に広がることに繋がります。
　また、（表２）に示したように、加齢によって全ての能力
が低下するものではありません。経験がものを言う知的洞察
力や問題解決力は歳を取れば取るほど経験が蓄積されて経験
値が高まります。歳を取ったから駄目だと決めつけずに、個々
の能力を上手く活用することが出来ることに気が付かねばな
りません。但し、認知症などの疾病は異なる視点が必要にな
ると思います。

表 2

１１．意外なところに
ユニバーサルデザインが

　日本の文化の中には普段は当たり前に思っているところに
ユニバーサルデザインがなされているものがあります。（図
17）

図 17

　その１つは、日本海側の街並みに見られる雁木（ガンギ）
という庇が出た通路です。（図 17 の左写真）冬期、積雪で路
を通ることができない状況にある街並みは、商店などの庇を
伸ばし歩行者通路を確保した街づくりです。商店街の屋根か
らの落雪を防ぎ、踏み固められた道路の雪も無く安心して歩
道を歩く事が出来ます。次に、男坂女坂の事例です。（図 17
の右写真）これは神社の階段ですが、勾配がきつく急な階段
は早く境内に着きます。勾配が緩い女坂は少し時間がかかる
もののゆっくりと登ることができるといった配慮がされてい
ます。その人の体力に合わせた選択枝が用意されています。
いずれも先人たちの生活の知恵として考え出されたもので
す。先人たちの合理性と思いやりを感じます。
　初詣などで神社やお寺に参拝する時なども行き返りの参道
は一方通行などの規制がされています。これも社会システム
のユニバーサルデザイン事例と云えるでしょう。

図 18

　ユニバーサルデザインは基本的に当たり前のことを実現す
る事です。（図１8）使い手と作り手の従来の関係を再構築す
ることが望まれています。その先駆けとして、まずは、作り
手側の意識改革が望まれています。経営トップ自らユニバー

ユニバーサルデザインと教育
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サルデザインを深く理解し、旗振り役としてリーダーシップ
とトップダウンで行動を起こすべきです。当たり前の事は、
一般の開発者では気が付きにくく、理解が薄いものです。ま
た、ユニバーサルデザインで設計した製品でも「売れる」と
は限りません。従って、経営トップの意識が大切になってき
ます。ユニバーサルデザインへの投資は製品の品格を上げ、
いずれ販売の中心になると考えます。デザイナーも同じで、
ユニバーサルデザイン推進の牽引役として経営トップへの説
得や具体的なスキームを作成して提案推進する役割が必要で
す。

１２．人間の尊厳とユニバーサルデザイン

図 19

　個人の尊重は日本国憲法で保障されています。自立や自己
決定の基本は、個人が個人として独立であるのを認め合える
ことです。すなはち、自己責任の始まりです。また、自分ひ
とりでやれなくても人の手助けを受けてできるもう一つの自
律があります。（図 19）自分の生活は自分でコントロールし
て、助けが必要な時には遠慮なく助けを求めることが大切で
す。そのような社会システムや社会通念の構築も必要です。
「個人の尊厳」が欠落している社会は有り得ません。しかし
ながら最近は少し心配な向きも見受けられます。オリンピッ
ク・パラリンピックがコロナ禍で延期となりました。特にパ
ラリンピックでは障がい者が活躍する場が無くなると共に、
家の中に閉じこもることが当たり前になっているコロナ禍の
現状では、障がい者への理解が薄れて来ているようにも思え
ます。自分の身を守る、他人にはコロナをうつさない。分かっ
てはいるものの見えない敵コロナに立ち向かう新しい規範が
求められています。如何に闘うか、コロナ禍が早く収束する
ことを祈るばかりです。

１３．障がい者と健常者の関係

図 20

　障がい者と健常者はあたかもメビウスの輪（図 20）の様
な関係にあると思います。健常者はいつしか高齢となり身体
的な衰えや精神的な衰えで障がいを持つことになります（図
21）。障がい者の身体的、精神的な障がいは、色々な福祉サー
ビスやサポート機器によって、健常者と同等とはいかないま
でも、健常者に近づいた生活環境が生まれています。ユニバー
サルデザインを考える上で障がい者をまずは考え、健常者の
ユニバーサルデザインに繋げることが大切です。

図 21

　バリアフリーデザインとユニバーサルデザインは表裏一体
の関係で、バリアフリーデザインから多くの要素が学び取れ
ると考えます。

１４．ユニバーサルデザインの７原則
　ユニバーサルデザインの７原則について説明します。（図
22）巻頭、説明したロナルド・メイス氏が提唱した内容がベー
スとなっています。これらの７原則は、誰にでも利用可能な
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デザインという視点を中心にしています。しかし、実際のデ
ザインでは、使いやすさ以上のことにも配慮が必要であり、
デザインをする過程で、経済性や技術的条件、文化的要件、
男女差や環境への影響など、関連する諸条件を考慮に入れな
ければならないことは云うまでもありません。

図 22

【原則１：公平性】
定義＞誰にでも使用でき、入手できる。

【原則２：柔軟性】
定義＞あらゆる人に応じた使い方が選択できる。

【原則３：単純性】
定義＞使い方が直感的に理解でき、簡単。

【原則４：分かりやすさ】
定義＞必要な情報が容易にわかる。

【原則５：安全性】
定義＞危険がなく、安心して利用できる。

【原則６：省体力】
定義＞少ない力で効率的に、楽に使える。

【原則７：スペース確保】
定義＞利用するのに適切な広さと幅がある。

　これらの７原則は、できるだけ多くの人達の要求に対応で
きるような特徴を、より上手く組み込んで理想的なデザイン
を目指すにあたっての、デザイナーへの指針（ガイドライン）
です。

※ Copyright 1997 N.C.StateUniversity.
The Center for Universal Design

以下、（表３）から（表１２）に具体的な指針（ガイドライン）
を示します。

【原則１：公平性】（表３）
 

表 3

原則１－１：平等に使える
　どのような人でも出来るだけ同じように使えるように考慮
されているか。自動ドアなどは、障がいの有無や子供、大人、
老人を問わず同じように人影を感知して開閉作動します。
（写真２）
 

写真 2

原則１－２：差別を感じないか
　どのような人でも使用するうえで差別感や不公平さを感じ
ない様に配慮されていますか。（写真３）は車椅子でも使用
できるフィッティングルームです。健常者と同じように気軽
に入り使用することができます。

ユニバーサルデザインと教育
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写真 3

 原則１－３：選択肢が用意されている
　同じ製品が使えない人にも、それと同等のものが用意され
ている。階段やエスカレータ以外にも、車椅子を使用する人
や階段の上り下りが不自由な人に、緩やかな勾配のスロープ
が用意されています。（写真４）
 

写真 4

原則１－４：不安を感じない
　どのような人でも、不安を感じたり、引け目を感じたりす
ることなく使える。障がい者専用と謳うと障がい者はかえっ
て入り辛いものです。そこで多目的トイレ（写真５）として
誰でも使えるトイレで有れば、障がい者は勿論、健常者も使
える施設になります。最近の多目的トイレは車椅子の旋回も
簡単にでき、便座の高さも通常の便器に比べて少し高く設計
されていて車椅子からの移動が楽になっています。また、写
真５右側の多目的汚物流し台に見られるようにオストメイト

※の方にも配慮されたトイレとなっています。
※オストメイトとは、さまざまな病気や障害、事故などが原
因で、ストーマ（人工肛門・人工膀胱）と呼ばれる排出口（専
用の袋で便や尿を溜める）を手術によりお腹に取り付けてい
る人です。

写真 5

【原則２：柔軟性】（表４）
 

表 4

原則２－１：使い方を調べる
　様々な使い方ができ、それらの使い方を自由に選べるよう
になっているか。

写真 6
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　（写真６）は U-WING のボールペンです。口で銜えたり、
足で挟んだり、丸い穴に指を入れたり、様々な使い方ができ、
それらの使い方を自由に選べるようになっています。｢様々
な使い手の心の翼になってほしい｣と願って造られています。

原則２－６：利き手を選ばない
　通常のはさみは右利き用に作られています。最近は左利き
用のはさみも発売されていますが、この長谷川刃物：「カス
タ」（写真７）は、左右どちらの利き手でも使えるものになっ
ています。
 

写真 7

　カスタネットの様なグリップ形状で握り易く、子供、お年
寄りなど握力が弱い人の為に作られています。はさみは閉じ
る時は容易ですが刃先を開ける時には力が要ります。このカ
スタは開くときに力が要らない様にスプリングのバネが入っ
ていて開く力をサポートしています。また、厚手の紙を切る
ときは手で押さえて切ることも出来ます。（写真７上段）そ
して、刃先にはカバーが付いており安全性にも配慮されてい
ます。

原則２－７：急いでいても使える

写真 8

　急いでいても正確に使えることが求められます。経済産業
省の委託事業として、「障害者・高齢者に配慮した情報通信
機器等の開発・普及事業」の支援を受けビクターが開発した
ラジオです。（写真８）これには “ きき楽 ” という機能があ
ります。きき楽機能とは、音声帯域の補正とダイナミックレ
ンジ圧縮を行なう「はっきり機能」と、話し始めの速度を落
とし、徐々に実際の速度に戻すことで、自然で聞き取りやす
いスピードを実現する「ゆっくり機能」、聞き逃した言葉を
約 10 秒遡って繰り返し聞ける「聞き直し機能」からなるサ
ポートシステムです。

原則２－８：環境が変わっても使える

写真 9 

　様々な生活環境の中でも使える。浴室でのライフスタイル
が変化する中で、お風呂空間を楽しく快適にすることができ
れば、バスライフも豊かなものになります。お風呂で歯磨き
をしながらテレビを見たり、音楽を聴いたり、アロマを楽し
んだり、そんな至福のひと時を過ごす手段として、防水型Ｔ
Ｖが有ります。（写真９）湿気や水分が多い過酷な環境でも
対応してくれます。また、屋外で風雨に曝されても使えるこ
とは防災グッズにもなります。

【原則３：単純性】（表５）
 

表 5

ユニバーサルデザインと教育
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原則３－９：複雑すぎない

 

写真 10

　使い手を混乱させ、誤解を招くような複雑なものは使い難
いものです。（写真 10）は “ALESSI” のキッチンタイマーで
す。デジタルではなくアナログのタイマーで、蝶型のノブを
回して好みの時間をセットします。回し易く、文字も大きく
表示されています。時間が来るとベルが鳴り知らせてくれま
す。キッチンの片隅に置いてもインテリア小物としてその場
を引き立ててくれます。

原則３－１０：直感的に使える
　この章では、使い難さを認識して、直感的に使えるこ
とを考えます。（写真 11）はＡＥＤ（Automated External 
Defibrillator：自動体外式除細動器）の画像です。この AED
とは、突然心臓が正常に拍動できなくなった心停止状態の心
臓に対して、電気ショックを行い、心臓を正常なリズムに戻
す装置です。公共施設には必ず設置されています。然しなが
ら、全く使用経験が無いと使う事は困難です。講習を受けて
初めて使うことができます。疾患者の呼吸や脈を測り、ＡＥ
Ｄの可否を判断することから始まります。使用する際は音声
案内に従って使うことが出来ます。その時は過去の講習の記
憶と直感で使う事になります。

写真 11

原則３－１１：使い方が簡単に分かる
　使い方が直ぐに理解できる。エレベータボタンの悪い事例
を紹介します。（写真 12）は、一般的なエレベータ操作ボタ
ンですが、点字のシールとラベルライターで作成した「開」
「閉」のシールが貼ってあります。

写真 12

　一見親切そうに見えますが、３つの視覚情報が有り、使用
者にとっては使い難さを感じます。その裏付け痕跡として
「閉」のラベルシールの印刷面が磨り減って文字が擦れてい
ます。誤ってこのシールの文字を押していることが想像でき
ます。一方、「開」を押していたとすると、ドアが自動的に
閉まって、まさに乗ろうとしている鼻先でドアが閉じてしま
うなど、笑えない話ですが、乗降時の事故に繋がりかねませ
ん。点字に付いても、開閉の操作ボードがドアに対して左右
どの位置に設置されているかは、そのエレベータによって異
なります。また、スイッチボタンの高さなどメーカによって
も異なりますので、これらの規格やデザインの統一が望まれ
ます。従来のスイッチボタンのデザイン改善も必要でしょう。
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写真 13

　（写真 13）は、色々なボタンの事例です。咄嗟の時にどの
ボタンが押し易いのでしょうか？評価が分かれるところで
す。

原則３－１２：使う時に手応えがある
　使用する時に、手がかりや反応がないと困ります。

写真 14

　（写真 14）は，ＩＨクッキングヒータです。オール電化が
進む中で、このようなＩＨ（Induction Heating：電磁誘導加
熱調理器）が普及しています。従来のガス調理器に比較にし
て熱効率（一般的には、ガスは 55％、ＩＨは 90％と言われ
ています。）が良く、火が出ないので火災の心配がいらない
安全性が評価されています。然しながら、調理中で有る事が
分かり難いといったデメリットがあり、これを解消するため
に、鍋を載せる位置にリング状の発光体を設け作動中である
ことを赤い光で知らせています。ガス調理時の炎を横から見
る動作慣習を上手く利用したものです。また、赤い光は “ 熱 ”
をイメージさせて、熱くなった鍋に直接触れる事への注意喚
起にもなっています。

原則３－１３：分かり易い構造になっている
　どのような人にも、使い方や機能が理解しやすくなくては
なりません。（写真 15）は、ガソリンスタンドの給油時の操
作パネルの事例です。近年、給油はセルフが主流となってい

ます。安全に給油装置を使い、ガソリン料金の支払いが出来
るシステムが望まれます。
 

写真 15

　この事例はＳＨＥＬＬ（昭和シェル石油）の給油システム
です。操作パネルの画面を見ながら、音声案内に従って操作
を進めることで、安全に給油作業が出来ます。
　セルフレジは今後も普及し、更に分かり易い操作システム
が期待されます。情報化社会の新たなユニバーサルデザイン
課題とも云えます。

【原則４：わかりやすさ】（表６）
 

表 6

原則４－１４：複数の伝達手段が用意されている
　使うための情報には、必ず複数の伝達手段が必要です。（写
真 16）は、耳骨伝導電話機です。

写真 16

ユニバーサルデザインと教育
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　核家族化の中で、子供たちの家族が遠く離れたところに暮
らすお年寄りにとって、電話は大切なライフラインです。耳
が聞こえづらくなったお年寄りにとって、電話に出ること
は、もどかしく、気の重い作業です。そんなモヤモヤを、骨
伝導技術を利用した電話機が解消してくれます。
 

図 23

　骨伝導（図 23）とは、鼓膜を通して聞いている音を、耳
や顎の周辺の骨を利用して聞く技術です。音の情報を振動に
して、その振動を機器によって耳や顎の周辺の骨に与え、最
終的に脳神経に伝わった振動を私たちの脳は再び「音」に変
換するのです。ワイヤレス子機のスピーカー部分が骨伝導ス
ピーカーとなっています。振動する骨伝導スピーカー部分を
耳の下にある顎の骨などに当てて使用します。耳の聞こえが
良い時は、通常通りスピーカーを耳へ当てて、聞こえ難い時
はスピーカーを耳骨近辺（顎など）に当てて使えます。

原則４－１５：情報が分かり易く整理されている
 使い手に必要な情報は、分かり易くなっていないといけま
せん。

写真 17

（写真 17）は、大阪心斎橋の地下鉄乗り換え通路です。
多くの人が行きかい天井には沢山の表示が有り、初めて利用
する人は大いに戸惑います。そして「出口」表示の多さには
驚かされます。出口番号が表示されてありますが、この番号

表示ではどこの出口を利用すれば良いかは全く判断が出来ま
せん。予め調べて地図を片手に歩くなど、人ごみの中では迷
子になりそうな光景です。日本の交通インフラの脆弱さを感
じます。

【原則５：安全性】（表７）
 

表 7

原則５－１６：危険に気付くようになっている
　使う上で、危険や重大な誤操作に繋がらないように配慮さ
れていなくてはなりません。自動車は人の命に係わることが
大きい乗り物です。昨今、高齢者のブレーキとアクセルの踏
み間違いによる重大な人身事故が多発しています。高齢者は
咄嗟の判断も鈍り、アクセルを踏み続けていることさえ判断
できません。このような事故を防ぐために、レーダーやカメ
ラを搭載して、人や物体を感知し自動的に制動する装置を標
準装備として組み込んだ自動車が開発されています。（写真
18）今後とも自動運転の主要な機能として精度の高い制御と
安全性が求められます。高級車＝人の命を守る車にならねば
なりません。自動車メーカの責務と考えます。

写真 18

原則５－１７：事故を防ぐ工夫がされている
　どのような状況下で使っても、使い手が事故を起こさない
事が肝要です。（写真 19）は、自動車のチャイルドロックの
事例です。特に道路側のドアには注意が必要です。不用意に
ドアを開ければ、後続の追い越してきた車にドアが当たる危
険性があります。チャイルドロックは車内にいる子供や老人
が誤ってドアを開けないように車内からドアノブを操作でき



57

ないようにロックが掛かる装置です。この他にも、ウインド
ウの開閉操作など、不用意な操作に対してロック機能やドア
自体のロックも走行を始めてある一定のスピード以上になる
と自動的にロックする機能もあります。
 

写真 19

原則５－１８：誤って使い方をしても安全である
　万が一使い方に誤りがあっても、使い手や周囲の環境に被
害が及ばない工夫が必要です。
 

写真 20

（写真 20）は、車のエアバックの事例です。万が一、衝突
した場合に人をケガから守るようにエアバックが作動しま
す。最近は、車内側面にもエアバックが搭載されています。
また、車内の人以外にも、人を撥ねた時に撥ねた人を守る車
外エアバックも開発されています。（写真 21）

写真 21

原則５－１９：操作に失敗しても元の状態に復帰できる
　操作に失敗しても、簡単に元の状態に戻せることも必要で
す。（図２４）高齢者にはデジタルデバイトの方が多く見受
けられます。その要因の１つに、失敗した時に戻る方法が分
からないので失敗を嫌がって次に進めない経験は多々ありま
す。元に戻る機能が分かれば失敗を恐れる事は無くなります。
 

図 24

　パソコンの操作以外にも、分電盤のブレーカーや各種機器
のリセット機能などがこれに該当します。

【原則６：省体力】（表８）
 

表 8

原則６－２０：自然な姿勢で使える
　様々な人が、自分にとって自然な姿で使える事は、体への
負担を軽減し無理な姿勢での事故やミスを防ぎます。

写真 22

ユニバーサルデザインと教育
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（写真 22）は、飲料水の自動販売機です。車椅子を利用す
る人がお金を投入したり、飲料水を取り出したりする操作が
自然な姿勢で容易に出来るように操作部が低い位置に構成さ
れています。この位置は、健常者や子供にも自然に使える位
置でもあります。

原則６－２１：無駄な動作をしないで済む
　使う上で、無意味な動作を繰り返さなくても済むようにす
べきです。

写真 23

（写真 23）は、ビジネスホンです。短縮ダイアルやリダイ
アルボタンを一度押すだけで、予め記憶された目的の電話番
号に繋がります。その他にも、転送機能、通話録音機能、一
時保留機能などボタン一つで操作が出来るようになっていま
す。

原則６－２２：身体的な負担が少ない
　使い手の体に余分な負担が掛からない様になっていること
も大切です。

写真 24

（写真 24）は動く歩道の事例です。空港の通路や都心の地
下鉄の乗り換えは意外と移動する距離も有り、また、多くの

人が行きかいます。日本は左側通行ですが多い様に見受けら
れますが、地域やその場所の習慣では、左右反対の通行区分
になっている処もあります。このような場所で動く歩道を設
置すれば通行の乱れも無くなり、また、時間的にも移動する
スピードが速くなり目的地に早く着くことも可能となりま
す。特に大きなキャリーバックを持つ人には便利な設備で
す。但し、慣性の法則で、動く歩道の終点では歩道の速さが
歩く速さよりも速いので、降りる際に前に投げ出される事も
あるので注意が必要です。便利なものの裏には少しの危険が
潜んでいることは忘れてはなりません。また、動く歩道に乗っ
ていても歩く人が大半ですので、歩きたい人の為にすり抜け
るスペースを作る必要が出てきます。

原則６－２３：長く使っても疲れない
　作業に時間がかかり長く同じ作業をして使うのは疲れます
し、身体的な負担が生じてきます。なるべく無駄な動作が起
きないような工夫が必要です。（写真 25）は両先端が尖った
アイロンの事例です。アイロン掛けの作業は、布地にシワが
寄らない様に注意が必要で神経を使いますし、長時間同じ作
業が続きます。一般的には、ワイシャツ１枚に 10 分程度は
かかると云われています。このような作業を軽減するため
に、両端が尖っているとアイロンがけがスムーズに行え、時
間短縮につながります。

写真 25

【原則７：スペース確保】（表９）
 

表 9

原則７－２４：使いやすい広さや大きさになっている
　様々な使い手が、楽に使える広さや大きさが確保できてい
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ないと非常に使い辛いことになります。（写真 26）はシステ
ムキッチンの事例で、車椅子が流し部分の中に入り込める構
造になっています。また、昇降式で使う人の 背丈に調節が
可能です。車椅子を使う障がい者以外に、健常者でも背丈は
異なりますので、キッチンの高さが個別に調節できるのは便
利な機能と云えます。

写真 26

原則７－２５：さまざまな体格の人が使える
　様々な身体条件の人にも使える事は平均値で物が作られる
時代にあって、次世代のニーズともいえます。

写真 27

（写真 27）は、リクライニングチェアーの事例です。Ｓサ
イズ、Ｍサイズ、Ｌサイズの３サイズで構成されています。
使い手の身長・体格に合わせて利用が出来ます。製造者（作
り手）から言えば、コストアップの要因ですが、各々に使い
手がいる事は販売増にも繋がります。全ての３サイズを１年
で売り切る発想ではなく、主力商品以外は２～３年をかけて
売るという方針とコスト算出をすれば、決してコストアップ
にはなりません。

原則７－２６：介助者と一緒に使える
　介助する者が傍にいて使えるようにする配慮も必要です。

（写真 28）は、スタジアムの座席の工夫です。座席の１つ
が折れ曲がり、その空いたスペースに車椅子を配置して隣の
座席に介助者が座ることが出来る構造です。
これ以外にも、駅の改札口の一部には間口が広い改札口が有
り介助者と一緒に入場できます。
 

写真 28

原則７- ２７：運びやすくしまいやすい
　使用するために運搬、収納、保管がしやすくなっていなく
てはなりません。
 

写真 29

（写真 29）は、折り畳み式自転車です。車に積んで目的地
で使用が出来ます。また、家での収納保管にも場所を取らず
大変便利になっています。
　この他にも、折り畳み傘、折り畳みステッキ、ミウラ折り
の地図、キャンプ等のテントなどが有ります。コンパクトに
収納する技術は日本人の得意分野と云えます。

ユニバーサルデザインと教育
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付則として、下記の３点があります。

付則１（表 10）は、長く使えて、経済的
付則２（表 11）は、品質が優れていて、かつ美しい
付則３（表 12）は、人体や環境にやさしい
があげられます。
付則１の項目としては、（表 10）

表 10

２８：耐久性がある
２９：適正な価格である
３０：ランニングコストが適正である
３１：保守・点検・整備がしやすい

付則２は、（表 11）

表 11

 

３２：使い心地が良く美しい
３３：十分な品質が備わっている
３４：素材を活かしている

付則３は、（表 12）

表 12

３５：人体に害がない
３６：自然環境に配慮している
３７：再生・再利用を推進している

以上全体で３７のガイドラインが設けられています。

　内容的には多岐にわたっているので、製品開発、システム
開発、サービス開発の道標として活用し、各産業分野でのユ
ニバーサリデザイン実現に期待を寄せるものです。

１５．カラーユニバーサルデザイン
　日常生活の中で余り気にしていない「色」には様々な情報
を持っています。情報を伝える大切な手段となっています。
（写真 30）はよく見かけるリンゴの画像ですが、（写真 31）
の様な色合いにしか見えないとなると、どのような事が想像
されるでしょうか。
 

写真 30

写真 31

　色の見え具合は人それぞれですが、厳密に色を見れば人そ
れぞれで異なる色に見えていると云われています。それは身
体の個体差（色覚差）の違いです。一般的な色覚者ならば色
の感じは伝わりますが、色覚に差がある人（色覚に違いがあ
る）にとっては全く色の見え具合が伝わらない場合がありま
す。
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１５－１　目の構造と色覚の多様性
　人間の眼に付いてその構造を記します。（図 25）
光は角膜から水晶体を通って網膜に到達します。網膜には各
種光センサーが有り、錐体（スイタイ）と杆体（カンタイ）
の 2 種類があります。錐体は様々な色を感知し、杆体は白・
黒・灰色の色を感知する機能を持っています。夜中、光が少
ない時でも物のアウトラインが見えるのは杆体が働いている
からです。
　次に、錐体には 3 種類の光センサーから成り立っていま
す。Ｌ錐体は赤色系の光を感知し、Ｍ錐体は緑色系をＳ錐体
は青色系をそれぞれ感知します。この３つの光センサーの信
号が電気信号として脳に送られ、人間は物体が何色かを判断
しています。ところが、このセンサーの色覚差や信号を伝え
る神経に損傷があった場合には正しい色の判断が出来なくな
ります。
 

図 25

１５－２　色の見え方と色覚タイプ
　色覚タイプには、５つの型があります。

・C 型色覚タイプ
　ここでは、３種類（赤、緑、青）の錐体がすべて揃ってい
る人を C 型（一般型＝ Common）タイプの色覚と呼び、日
本人男性の約 95%，女性の 99% 以上を占めています。
 
・P 型色覚タイプ
　P 型色覚（Protanope）の人は、３種の錐体のうち赤い光
を主に感じる L 錐体（赤）が弱い人のタイプです。
“P 型強度 ” と、L 錐体（赤）の分光感度がずれて M 錐体（緑）
と似通ってしまう “P 型弱度 ” の２タイプに分かれます。P
型は赤を暗く感じ、また、赤と緑の色相差がわかりにくいと
いう特性があります。

・D 型色覚タイプ
　D 型色覚（Deuteranope）には、緑の光を主に感じる M
錐体（緑）が弱い “D 型強度 ” と M 錐体（緑）の分光感度が
ずれて L 錐体（赤）と似通ってしまう “D 型弱度 ” の２タイ

プに分かれます。P 型と同様に、赤と緑の区別が分かりにく
いという特性があります。

・Ｔ型色覚タイプ
　T 型色覚（Trianope）青色を感じる S 錐体（青）が正常
な電気信号が送れないことにより発生するタイプです。

・Ａ型色覚タイプ
　3 種の錐体のうち 1 種類しか持たない人や、錐体が全く無
く杆体しか持たない人は A 型で、色を明暗でしか感じるこ
とができません。これはどちらも十万人に 1 人以下の割合と
云われています。

　P 型と D 型は遺伝子が X 染色体にあるので、男性では発
生率が高く、女性では数百人に 1 人ですが、T 型と A 型に
は男女の差はありません。また、４色型色覚を保有する人は
非常に細かく色を感じ取れると云われています。特に、女性
が多いようです。最近の研究では 3 種類→４種類（赤、緑、
青＋（紫外線））＝４色型色覚が有ることが分かってきてい
ます。
 

表 13

（表 13）には新呼称と従来呼称との比較を示しています。
Ｃ型の正常なタイプを一般色覚者と呼び、Ｐ型・Ｄ型・Ｔ型・
Ａ型を色弱者と呼称することをカラーユニバーアサルデザイ
ン機構は推奨しています。
　色覚の差は、血液型と同じように人間の多様性の１つとし
て捉え、理解が進むことを望みます。

１５－３　色弱者への対応
　色弱者への対応事例を示します。駅の乗り換えを示す案内
パネル看板です。（写真 32）はＣ型（一般色覚者）が見えて
いるカラーです。赤、緑、黄緑のリング表示が各地下鉄の区
別を表しています。
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写真 32

　この表示をＰ型色弱者が見ると、（写真 33）のようなリン
グのカラーになります。赤、緑色が茶色系統に、黄緑色は
橙色系に振れています。この為、色による識別が難しい状況
が生じてきます。

写真 33

　そこで（写真 34）に示したように、リングの中に英字で
路線区分を表すことで地下鉄の識別を促しています。これは
一般色覚者にも便利な識別方法となります。
 

写真 34

　因みに、Ｃ型色覚者（一般色覚者）には（写真 35）のよ
うに見えています。

写真 35

　次に、別の事例として、色弱者への対応を（図 27）～（図
29）に示します。

C 型 P 型

図 26

　（図 26）に示したのは、Ｃ型色覚者とＰ型色覚者の色の見
え方の比較です。Ｐ型色覚者は “ ＮＺＵ ” の文字の識別がほ
とんどできません。従って、（図 27）～（図 28）に示したよ
うな対応を取ることが出来ます。（図 27）は文字にアウトラ
インを加えることで識別が可能となります。また、（図２8）
に示した様に、“ ＮＺＵ ” の文字にドロップシャドーを加え
ると浮き出した文字となり、識別が可能になります。

C 型 P 型

図 27

C 型 P 型

図 28

　文字以外にも、図形に対する対応も考えられます。
（図 29）は日本の地方区分を表す地図ですが、この地図を
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Ｄ型色覚者が見ると（図 30）の様になります。

図 29

図 30

　赤系、緑系の色は、茶系に見えることから、中国地方、近
畿地方、中部地方は色による区別が付き難いものとなりま
す。従って、（図 32）、（図 33）に示したような色以外の識別
方法として、縦筋、横筋や市松などの模様を加えることで識
別が出来るようになります。

図 31

図 32

（図 31）はＣ型識別者が見た日本地図、（図 32）はＤ型識別
者が見た日本地図です。一般の色覚者や色弱者にも見え易い
識別区分の日本地図となります。

１５－４　色弱者に対応した事例紹介
　（写真 36）は地球儀（渡辺教具製作所製：ユニバーサルデ
ザイン地球儀）です。色弱者や視力が加齢により弱くなって
いる方に見やすい地球儀です見分けやすい色を選んで国を塗
り分け、南半球には色の名前を記載し「色が見分けられても
色の名前が分かりにくい」という特性を持つ色弱者に共通の
色認識ができるようにしています。また、海水の部分を濃い
青にし、内陸の湖などもはっきり識別できます。国名は太く
大きい文字にして、首都マークも色弱者にわかりやすいマー

ユニバーサルデザインと教育
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クにしています。地名は黒色ですが、山脈、砂漠、高原、川、
海などはグレー、白を使い、より自然地形が理解しやすい様
にしています。
　日本国のカラーを赤色にしています。ただし色弱者には青
い背景の中の赤い図形は見分けにくいので、まわりに白い縁
取り（アウトライン）を施し、誰にでも分かりやすくなって
います。

写真 36

（写真 37）は信号機の事例です。九州産業大学及びコイト
電工株式会社の開発によるものです。２０１１年のグッドデ
ザイン賞に選定されました。

写真 37

　赤信号の部分には “ × ” 印を施し、“ 赤 ” であることを伝
えています。障がい者を排除するのではなく、社会インフラ
から障がい者を迎え入れる良い事例となっています。
　人間の色覚の多様性に配慮し、より多くの人に利用しやす
い配色を行った製品や施設・建築物、環境、サービス、情報
を提供するという考え方を常に持たなくてはなりません。
　その為のデザイン上のガイドラインを示します。

【カラーユニバーサルデザインのガイドライン】

・出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選び、
　十分なコントラストをつける。

・色のみで情報を伝えない。文字情報を付加したり
　形を変える工夫をする。

・色面が接している場合は、境界線を加える。

・色の違いだけでなく、色面にドット、斜線などの
　模様を加える。

１５－５　カラーユニバーサルデザイン機構の紹介
　社会の色彩環境を色覚（色の感じ方）の多様性に対応、
改善してゆくことで「人にやさしい社会づくり」をめざす
NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構が有ります。

図 33

　色には「情報をわかりやすくする」という役割があります。
例えばハザードマップや案内図のように、即座に情報を読み
取り行動に移すことが求められる場面では、見分けやすい色
分け（配色）は大いに役割を果たします。しかし、人の色覚
は遺伝や加齢などにより皆が皆共通な感覚ではありません。
そのため、社会の色覚の多様性に対応していない配色は、混
乱を招く要因になることがあります。
　人々にとって見分けやすいカラーデザイン＝「カラーユ
ニバーサルデザイン（略称 CUD）」の考え方を普及する活
動を推進しています。（特定非営利活動法人 Color Universal 
Design Organization 設立趣意書より）
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（図 33）はこの機構のロゴマークです。

１６．企業のユニバーサルデザイン活動の
紹介

　ここでは、電機業界（パナソニック㈱）におけるユニバー
サルデザインの活動を紹介します。

写真 38

（写真 38）はパナソニック創業者の若き時代の松下幸之助
氏です。「ユニバーサルデザイン」は、松下電器（現パナソニッ
ク）の DNA ともいえる概念です。松下幸之助は、1942 年「製
品には親切味、情味、奥ゆかしさ、ゆとりの多分に含まれる
ものを製出し、需要者に喜ばれることを根本的な信念とする
こと」と社員に達示し、その 4 年後に製品検査所を設立しま
した。今でこそ一般に「人にやさしい製品」などと表現され
ますが、戦後のモノのない時代から一貫してユーザー視点を
貫いてきていました。
　製品検査所の設立は当時としては画期的で、創業者自ら完
成した製品の使い勝手をチェックし、満足できないものは出
荷させないほどの徹底ぶりだったと云います。
　その後に策定された「審査着眼点」は 20 項目にわたり、
機能性、使いやすさ、安全性、視認性などから取扱説明書の
わかりやすさ、包装・廃棄に至るまで網羅され、ユニバーサ
ルデザインの原点をそこに見ることができます。

１６－１　基本方針
 

図 34

　（図 34）にパナソニックのユニバーサリデザイン基本方針
に付いて説明します。“ 人はどこまで、人に優しくできるだ
ろうか ” という問い掛けから始まっています。物造りの基本
である造り手の理念と云えます。

図 35

　このような基本理念を背景に具体的な６要素とその内容に
ついて提示しています。（図 35、図 36）

図 36

1. 理解しやすい操作への心配り
・理解しやすい言葉、自然な手順など

2. わかりやすい表示と表現への心配り
・見やすさ、聞きとりやすさ、触っての分かりやすさなど

ユニバーサルデザインと教育
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3. 楽な姿勢と動作への心配り
・操作のしやすさ、扱いやすさなど

4. 移動と空間への心配り
・人の移動しやすさ、空間特性など

5. 安心・安全への心配り
・誤操作の防止、的確な警告、簡単なやり直しなど

6. 使用環境への心配り
・設置性、収納性、継続性、故障判断など

　パナソニックは業態が幅広く、個人ユーザーから公共ユー
ザーまでユニバーサルデザインへの対応が広く求められてい
ます。

１６－２　ユニバーサルデザイン事例紹介

１６－２－１　ロービジョンユーザーへの色弱対応の事例で
す。

図 37

　（図 37）は、色弱者へのスタートスイッチカラーの対応事
例です。Ｐ型、Ｄ型の色覚タイプは、赤色、緑色が茶色に見
えるので、スタートスイッチの色としては不向きとなりま
す。そこで、スタートスイッチのカラーとして色覚タイプに
影響され難くく、明確に視認性が得られるイエロー（黄色）
を採用しています。（一部商品には採用できていませんが、
今後に期待したいものです。）

１６－２－２　同じようにロービジョンユーザーへの対応と

して、白内障疾患があります。

写真 39

　６５歳以上の７０％は白内障の心配が老化によって出てき
ます。眼の老化による高齢者の一般的な疾患への対応の為に
（写真 39）に示したような「白内障ゴーグル」を開発して
います。このゴーグルを活用して、主にスイッチ操作などの
インタフェースに関する製品開発評価に役立てています。

１６－２－３　インタフェースの視点では、更に操作系の表
示書体文字にも見直しが進められています。･・・操作文字
の見やすさを①視認性②判読性③可読性④デザイン性の４視
点から考察し、パナソニック独自のフォントを開発していま
す。
視認性の事例を（図 38）に示します。
 

図 38

　左の文字の赤丸の突き出た部分を無くし、漢字のバランス
を考慮したフォントに変更しています。
　また、（図 39）に示したフォントは文字の線が比較的近接
した状態のふところの書き方を改めて、文字の線を離し視認
性を高めています。
 

図 39

　次に、判読性の事例としては（図 40）に示したような、形
が似ている文字に付いては、文字の線の間を広く取り、似通っ
た文字の“Ｃ”と“Ｇ”が判読しやすい様に改良されています。
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図 40

　可読性の視点では、（図 41）に示して様に、“ かな ” と “ 漢
字 ” の大きさの適切なリズム感の確保を示しています。これ
は視認性と相反する要素ですが、文脈に応じて可読性の向上
に配慮を求めています。

図 41

１６－２－４　視覚的なユニバーサルデザインに加えて、音
声による操作系向上の事例を紹介します。

図 42

　（図 42）に示した様に、下記の音声案内が考えられていま
す。

①操作に際してその手順を案内する
②運転中の状態やメンテナンス時期を案内する
③操作時の誤った動作や安全機能が作動した時にそのエ

ラー内容を案内する

　視覚障がい者に限らず、健常者にも便利な機能と云えま
す。また、聞き取り易さを向上するために話速にも工夫がさ
れています。

図 43

　（図 43）は、話速＝しゃべる速さを商品の特性に合わせて
変えています。一般的な家電商品に比べてカーナビのような
即答性が求められる商品は比較的話速が早く設計されていま
す。家電商品では３５０～４００話／分、カーナビは４５０
以上話／分となっています。下段は適切な音量範囲の設計値
です。６０～７０ｄｂ前後に設計されています。一般的な騒
音値の範囲では “ うるさい ” の範囲ですが、運転情報を知ら
せるにはこの程度の音量が必要なります。当然ですが、音量
調節は可能です。

１６－２－５スイッチ類は「静電タッチスイッチ」が普及し、
掃除のし易さなどで健常者には使いやすいものになりました
が、目の不自由な方には全く使えないという課題が有りまし
た。そこで、触知記号（凸）シールについて紹介します。（写
真 40）
 

写真 40

　静電タッチスイッチ表示の上に点字＝凸記号のシールを貼
り付けて各種操作の識別が出来る様な点字シールを日本ライ
トハウス（http://www.lighthouse.or.jp/）の協力の下で開発

ユニバーサルデザインと教育
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しています。

　その他にも、基礎研究として、「動作・負荷・移動性研究」、
「心地よさ研究」、「安全配慮の研究」など、様々なユニバー
サルデザイン開発が上げられます。

１７．ユニバーサルデザイン推進の
マネージメント

　ユニバーサルデザインを企業内に定着させるためには
相応のスキーム（枠組みをもった計画）が必要となります。
デザイン部門が先導して全社に普及する努力が求められま
す。一般的にはコストアップになり、仕事量も増えるので出
来れば見過ごしたいと思う部署も有ります。活動の当初は
トップダウンでも構いません。その組織に合ったスキームを
構築して出来るところから始めるのが良いと考えます。

【ユニバーサルデザイン推進プロセス】
・ユニバーサルデザインの全社啓蒙活動

組織全体の活動としての位置付けを明確にする
・品質部門を巻き込み、品質チャックに加えてユニバーサル

デザインチャックを設ける
ユニバーサルデザインに特化したチェック項目リストを
造る
ユニバーサルデザインのチェック体制（組織）を造る
チェック組織に強い権限（開発の差し戻しや出荷停止な
ど）を与える

・ユニバーサルデザイン推進が定着した時点（２～３年後）
で、デザイン部門から品質部門へ主体を移して、品質チェッ
クの中にユニバーサルデザインチェックを組み込んでい
く。

・フルモデルチェンジや新規商品に付いては、通常の品質
チェックに加えて前述したユニバーサルデザインチェック
を実施する。経験則が少ない商品は必ずユニバーサルデザ
インチェックを実施する事は得策です。

・市場クレームも含めた評価は開発部隊にフィードバックし
て次の開発要件に落とし込む。

・生活環境の変化や技術の進化が著しい今日、５年サイクル
でチェック項目の見直しが必要です。

１８．考察：教育の視点

図 44

　教育においてのユニバーサルデザインは大きな進展が見ら
れます。今日、初等教育では基本的なユニバーサルデザイン
の概要が教えられています。人と物との関係や物が人に及ぼ
す影響など、具体的な事例を交えて教えられています。この
ようなユニバーサルデザインの基礎知識を有する大学生に向
けての教育は（図 44）に示したような視点で教育する必要
が有ると考えます。
　基礎知識を有する中で、直面する課題の発見力を養い、そ
の課題解決力の視野を広げる事にあると考えます。
「論」じて「実践」するプロセスが望まれます。

　人々の多様性が求められる時代にあって、ハード面、ソフ
ト面のアプローチが考えられます。（表 14）

表 14

　特に、ソフト面の教育が重要になります。
心のユニバーサルデザイン、心のバリアフリーデザインは大
切なファクターです。
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図 45

ユニバーサルデザインの中心となる考え方として
エンパシーデザイン（Empathy Design）を提言します。
（図 45）
シンパシー（sympathy）は他人と感情を共有することをい
いますが、このエンパシーは、他人と自分を同一視すること
なく、他人の心情を汲み取ることをさします。まさに冒頭記
述した “ ロナルド・メイス ” が提唱したユニバーサルデザイ
ンの精神に繋がるものです。

１９．ユニバーサルデザイン関連の団体

図 46

　日本には、一般財団法人としてユニバーサルデザインのさ
らなる普及と実現を通して、社会の健全な発展とくらし創り
を目指す活動団体が有ります。 （図 46）「国際ユニバーサル
デザイン会議 2002」の理念と成果を継承して、2003 年 11 月
に設立されました。正会員（企業）59 社、準会員 8 団体、
賛助会員 63 名が参加する国内最大のユニバーサリデザイ推
進団体です。（2020 年 11 月ＨＰより）

　業種・業態を越えた情報共有・テーマ研究、事業開発を通
じた実践、評価、そして情報発信まで、一貫してユニバーサ
ルデザインの視点で推進しています。また、全ての活動で生
活者との対話を重視し、生活者を機軸にした取組みにより、
ユニバーサルデザインの更なる普及と実現に向け、質的向上
と高度化を目指した活動を行っています。できる限り多くの
人々が快適に暮らしやすい社会の実現をめざし、さまざまな
生活シーンにおいて魅力ある製品やサービスを創出するた

め、業種・業態を越えた共同研究プロジェクトを、生活者と
の対話を中心において幅広い視点で推進しています。また、
ユニバーサルデザインを推進する上での基準やガイドライン
の構築、会員と生活者とのユニバーサルデザインに関する情
報共有などに取り組んでいます。

２０．あとがき
　コロナ禍になって、オンライン授業が始まり全く経験が無
い出来事が続いています。今回、寄稿が出来た事に関係され
た諸兄にまずもって御礼を申し上げます。
　手探り状態の中で学生も辛抱強くユニバーサルデザイン論
をオンラインで受講して頂けました。改めて感謝いたしま
す。お互い隔靴掻痒を感じながらの講義であったと思いま
す。この様に、コロナ禍にあっては、新しい秩序＝ウィズ・
コロナなるものが生まれました。物ではなく行動規範が問わ
れる時代に突入したと思います。コロナとの闘いは、人間と
ウイルスとの長い闘いの歴史があります。その都度、新たな
秩序（基準）が生まれ、その秩序が継承され標準となり、新
しい価値すなわち、生活水準が形成され今日に至っていると
思います。
　経済を選ぶか、命を選ぶか。人として苦渋の選択を迫られ
ました。人間の尊厳に関わるものとしてのユニバーサルデザ
インに一石を投じることにもなりました。コロナを予防する
マスク１枚をみても、感染流行当初は、全くマスクが市場か
ら消え去り人々はマスクを求めて右往左往しました。また、
夏場のマスク着用は息苦しく着用を躊躇う場面もありました
が、夏用のマスクが開発され、夏場のマスク着用が進みまし
た。この様に、コロナ禍を逞しく生き抜く為に、人々のモラ
ルと物が新しい秩序の下で、新しいユニバーサルデザインが
創出されることに期待したいものです。
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